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主
の
ご
復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

主
の
ご
復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

主
の
復
活
の
お
喜
び
を
申
し
上

げ
、
神
か
ら
の
恵
み
を
、
皆
様
の

上
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
ち
ょ
う
ど
３
月
31
日

が
主
の
復
活
の
主
日
に
あ
た
っ
て

い
た
た
め
、
翌
日
４
月
１
日
か
ら

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
広
島
教
区
の
た
め
に
、

星
野
新
司
祭
の
誕
生
と
い
う
大
き

な
召
命
の
恵
み
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
神
に
、
と
も
に
深
く
感
謝

を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
ま

た
、
教
区
民
の
皆
様
、
と
く
に
司

祭
召
命
を
祈
り
と
献
金
に
よ
っ
て

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
一
粒
会

の
皆
様
の
お
陰
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
新
司
祭
の
出
身
教
会
の

役
割
を
担
っ
て
く
だ
さ
っ
た
廿
日

市
教
会
、
ま
た
、
休
暇
中
に
司
牧

実
習
先
と
し
て
星
野
さ
ん
を
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
観
音
町
教
会

の
皆
様
に
改
め
ま
し
て
、
心
よ
り

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

教
区
民
の
皆
様
、
ど
う
か
引
き

続
き
、
星
野
新
司
祭
を
は
じ
め
と

し
て
、
教
区
で
働
く
す
べ
て
の
司

祭
の
た
め
に
、
ま
た
、
新
た
な
司

祭
召
命
の
た
め
に
、
今
後
と
も
教

区
民
の
皆
様
の
お
祈
り
と
ご
支
援

を
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

叙階式ミサの終わりに、廿日市教会信徒会長の
有野さんから花束を受け取る星野新司祭

教
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本
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務
局	
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仁
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司
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司
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司
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岡
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神
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広
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中
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向
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広
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・
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幟
町
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原
主
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神
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廿
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神
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司　

神
父

（
三
次
主
任
）
ア
ル
ナ
ル
ド　

神
父

◇
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萩
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タ
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力
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テ
ィ
リ
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井
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（
光
・
柳
井
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）
ト
ゥ
ア
ン　

神
父

（
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山
・
下
松
主
任
）
山
口
道
晴　

神
父

◇
伯
雲
協
働
体
（
松
江
・
出
雲
・
米
子
・
境
港
）

（
松
江
主
任
）
野
中　

泉　

神
父

（
山
陰
地
方
の
協
力
・
松
江
在
住
）
野
嵜
一
夫　

神
父

（
出
雲
主
任
）
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ジ
ャ
ル
ト　

神
父

（
米
子
・
境
港
主
任
）
ダ
ン　

神
父

◇
石
見
協
働
体
（
津
和
野
・
益
田
・
浜
田
）

（
津
和
野
主
任
）
山
根
敏
身　

神
父

（
益
田
・
浜
田
主
任
）
大
西
勇
史　

神
父

◇
岡
山
協
働
体
（
岡
山
・
ロ
ザ
リ
オ
・
岡
山
南
・
玉
野
・
津
山
）

（
岡
山
主
任
）
服
部
大
介　

神
父

（
岡
山
助
任
）
星
野
倫と
も
ひ
ろ
淳　

神
父

（
岡
山
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主
任
）
ロ　

イ　
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父

（
玉
野
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任
）
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ン潤　
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父

（
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主
任
）
ジ
ョ
ン　
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父

◇
倉
敷
協
働
体
（
笠
岡
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玉
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島
）

（
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岡
主
任
）
ブ
ル
ニ　
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水
島
主
任
）
レ
イ
モ
ン
ド　

神
父

（
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敷
・
玉
島
・
水
島
助
任
）
シ
ル
ベ
ス
タ　
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父
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玉
島
在
住
）

パ
ヴ
ァ
ン　

神
父

◇
鳥
取
協
働
体
（
鳥
取
・
倉
吉
）

（
鳥
取
主
任
）
朴パ
ク　
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任
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省
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神
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（
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こ
ろ
の
家
在
住
）
池
尻
広
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薬
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勝
士　

修
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士

　

イ
エ
ズ
ス
会　

庚
午
修
道
院	プ

ル
ハ
ス
タ
ン
ト　

神
父
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ー
マ
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ヤ
ー　
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神
父
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神
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士
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徳
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ヘ
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い
よ
い
よ
４
月
１
日
か
ら

２
０
２
４
年
度
の
新
し
い
歩
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。
す
で
に
、
前
回

の
教
区
報
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い

た
よ
う
に
、
２
０
２
４
年
度
か

ら
２
０
３
３
年
度
ま
で
の
教
区

の
長
期
目
標
と
中
期
目
標
が
、

「
２
０
２
０
教
区
代
表
者
会
議

（
シ
ノ
ド
ス
）
」
の
提
案
を
受
け

て
、
以
下
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
ま

し
た
。
各
小
教
区
に
は
、
こ
れ
ら

の
目
標
の
掲
示
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
法
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

長
期
目
標

　

２
０
２
４
～
２
０
３
３
年
度

「
と
も
に
歩
む
あ
た
た
か
さ
の

あ
る
教
会
を
め
ざ
そ
う
」

中
期
目
標

　

２
０
２
４
～
２
０
２
６
年
度

「
あ
た
た
か
さ
の
源
泉
に

立
ち
帰
る
」
（
典
礼
活
動
）

　

２
０
２
７
～
２
０
２
９
年
度

「
あ
た
た
か
さ
を
育
む
共
同
体
を

つ
く
る
」
（
司
牧
活
動
）

　

２
０
３
０
～
２
０
３
３
年
度

「
あ
た
た
か
さ
を
広
げ
る

教
会
を
築
く
」
（
宣
教
活
動
）

※
１
年
ご
と
（
短
期
）
の
目
標

は
、
事
情
が
異
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の

小
教
区
で
必
要
に
応
じ
て
設
定
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〔
三
年
毎
の
中
期
目
標
〕

　

今
回
は
、
三
つ
の
中
期
目
標
の

関
連
性
に
つ
い
て
、
少
し
掘
り
下

げ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
は
、
第
二
バ
チ
カ
ン

公
会
議
（
１
９
６
２
～
６
５
年
）

の
中
で
、
公
会
議
文
書
と
し
て
初

め
て
、
こ
の
地
上
に
お
け
る
教
会

の
お
も
な
使
命
を
、
預
言
職
・
祭

司
職
・
牧
職
と
い
う
用
語
で
説
明

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
分
か
り
易

い
言
葉
で
表
現
し
た
も
の
が
、
預

言
職
→
宣
教
活
動
、
祭
司
職
→
典

礼
活
動
、
牧
職
→
司
牧
活
動
で

す
。
こ
れ
ら
三
つ
の
使
命
（
活

動
）
は
、
前
回
の
教
区
報
で
も
少

し
触
れ
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
と

共
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
く
も
の

で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
中
期
目
標
の
立
て
方
に
弱
点

（
難
点
）
が
あ
る
の
は
確
か
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
「
２
０
２
０
教
区

シ
ノ
ド
ス
」
後
に
出
さ
れ
た
司
教

教
書
（
要
約
版
）
で
は
、
鳩
の
イ

メ
ー
ジ
で
、
く
ち
ば
し
と
頭
部

（
宣
教
活
動
）
、
心
臓
部
分
と
胴

体
（
典
礼
活
動
）
、
両
翼
と
尾
翼

（
司
牧
活
動
）
と
い
う
つ
な
が
り

で
図
式
化
し
て
い
ま
し
た
。
鳩

は
、
そ
の
か
ら
だ
の
ど
の
部
分
の

働
き
が
停
止
し
て
も
、
飛
ぶ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
と
同
じ
よ

う
に
、
教
会
の
三
つ
の
使
命
は
、

出
番
が
あ
っ
て
そ
の
時
が
来
る
ま

で
は
待
機
し
て
お
く
イ
メ
ー
ジ
で

は
な
く
、
連
動
し
て
同
時
に
行
わ

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
、
「
三
重
の
使
命
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
表
現
を
替
え
る

と
、
中
期
目
標
は
、
直
線
的
な
も

の
で
は
な
く
、
三
重
の
使
命
が
螺

旋
状
に
絶
え
ず
回
転
し
な
が
ら
上

昇
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

連
動
し
て
同
時
に
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
三
重
の
使
命
で
あ

る
の
に
、
三
年
毎
の
時
間
的
な
経

過
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
に
は
弱
点

が
あ
る
も
の
の
、
教
会
の
三
つ
の

使
命
の
一
つ
ひ
と
つ
に
、
丁
寧
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
な
が

ら
、
小
教
区
、
地
区
、
教
区
の
活

動
の
あ
り
方
を
全
体
と
し
て
振
り

返
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

〔
三
年
毎
の
視
点
〕

　

教
会
の
三
重
の
使
命
の
中
で
、

２
０
２
４
年
度
～
２
０
２
６
年
度

の
三
年
間
は
、
と
く
に
典
礼
活
動

（
祭
司
職
）
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
、
小
教
区
、
地
区
、
教
区
の
活

動
の
あ
り
方
を
全
体
と
し
て
振

り
返
る
期
間
で
す
。
第
二
バ
チ

カ
ン
公
会
議
が
、
最
初
に
討
議

し
て
採
択
し
た
「
典
礼
憲
章
」

（
１
９
６
３
年
）
の
中
に
、
教
会

の
三
つ
の
使
命
に
つ
い
て
の
教
え

も
要
約
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
テ

キ
ス
ト
を
抜
粋
し
た
後
（
§
）
、

少
し
解
説
（
➡
）
を
加
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

〔
祭
司
職
〕
（
典
礼
活
動
）

　

①
§
「
典
礼
は
ま
さ
し
く
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
祭
司
職
の
行
使

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
典
礼
に

お
い
て
、
人
間
の
聖
化
が
感
覚
的

な
し
る
し
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
し
る
し
に
固
有
な
し
か

た
で
実
現
さ
れ
る
」
（
「
典
礼
憲

章
７
」
）
。
➡
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
感
覚
的
な
し
る
し
（
水
、
油
、

パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
、
按
手
な
ど
）

を
用
い
て
授
け
ら
れ
る
秘
跡
の
中

で
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
が

働
か
れ
、
聖
霊
の
恵
み
に
よ
っ
て

人
間
が
聖
な
る
者
と
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
②
§
「
そ
し

て
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
神
秘

体
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
頭
と
部
分

に
よ
っ
て
、
完
全
な
公
的
礼
拝

が
果
た
さ
れ
る
（
「
典
礼
憲
章

７
」
）
。
➡
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト

を
頭
と
し
、
聖
霊
の
交
わ
り
に

よ
っ
て
、
そ
の
体
の
部
分
（
肢

体
）
と
さ
れ
た
わ
た
し
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
キ
リ
ス
ト
を
通
し

て
、
父
で
あ
る
神
に
完
全
な
礼
拝

を
さ
さ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
意
味
で
す
。
③
§
「
そ
れ
ゆ

え
、
典
礼
祭
儀
は
す
べ
て
、
祭
司

キ
リ
ス
ト
と
そ
の
か
ら
だ
で
あ
る

教
会
の
わ
ざ
で
あ
る
の
で
、
他

に
ま
さ
る
聖
な
る
行
為
で
（
あ

る
）
」
（
「
典
礼
憲
章
７
」
）
。

➡
し
た
が
っ
て
、
典
礼
活
動
が
、

教
会
の
三
重
の
活
動
の
中
心
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
考
え
が
、

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
教
え
で

す
。

　

そ
の
た
め
に
、
最
初
の
三
年
間

（
２
０
２
４
年
度
～
２
０
２
６
年

度
）
、
わ
た
し
た
ち
は
、
教
会
の

心
臓
部
分
と
も
言
え
る
典
礼
活
動

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
神
か
ら
の

恵
み
を
受
け
て
、
神
へ
の
礼
拝
を

大
切
に
し
、
神
を
中
心
に
し
て
歩

む
教
会
共
同
体
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
神
か
ら
の
愛
と
い
つ
く
し
み

（
＝
神
の
恵
み
）
こ
そ
、
教
会
の

「
あ
た
た
か
さ
」
が
湧
き
出
る
泉

な
の
で
す
。
ち
ょ
う
ど
日
本
の

教
会
に
お
い
て
は
、
１
年
半
前

（
２
０
２
２
年
11
月
27
日
）
か
ら

新
し
い
「
ミ
サ
の
式
次
第
」
に
よ

る
典
礼
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
こ

の
大
き
な
転
換
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
会
共
同
体
に
お
い
て
、
典
礼

活
動
の
重
要
性
を
考
え
る
機
会
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

〔
預
言
職
〕
（
宣
教
活
動
）
と

〔
牧
職
〕
（
司
牧
活
動
）

①
§
「
聖
な
る
典
礼
は
、
教
会
の

全
活
動
を
果
た
す
も
の
で
は
な

い
。
人
間
は
典
礼
に
近
づ
く
こ
と

が
で
き
る
前
に
、
信
仰
と
回
心
へ

と
召
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
…
…

教
会
は
、
唯
一
の
ま
こ
と
の
神

と
、
こ
の
神
が
お
遣
わ
し
に
な
っ

た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
す
べ
て

の
人
が
知
り
、
悔
い
改
め
て
自
ら

の
道
か
ら
回
心
す
る
た
め
に
、
信

ば
」
を
、
神
の
愛
と
い
つ
く
し
み

が
感
じ
ら
れ
る
「
あ
た
た
か
さ
の

あ
る
教
会
」
を
築
い
て
行
く
新
た

       

関
連
性
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じ
て
い
な
い
人
に
救
い
の
知
ら

せ
を
告
げ
る
」
（
「
典
礼
憲
章

９
」
）
。
➡
こ
れ
は
、
教
会
の
宣

教
活
動
（
預
言
職
）
の
こ
と
を
説

明
し
て
い
ま
す
。
②
「
ま
た
教
会

は
、
信
じ
て
い
る
人
に
も
つ
ね
に

信
仰
と
悔
い
改
め
を
の
べ
伝
え
、

さ
ら
に
諸
秘
跡
に
あ
ず
か
る
準
備

を
さ
せ
、
キ
リ
ス
ト
が
お
命
じ
に

な
っ
た
す
べ
て
の
こ
と
を
守
る
よ

う
に
教
え
、
愛
と
敬
虔
と
使
徒
職

の
あ
ら
ゆ
る
行
い
に
彼
ら
を
招
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
行
い

に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
信
者
は
、

こ
の
世
か
ら
の
者
で
は
な
い
が
世

の
光
で
あ
り
、
人
々
の
前
で
御
父

に
栄
光
を
帰
す
る
者
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
」
（
「
典
礼

憲
章
９
」
）
。
➡
こ
の
テ
キ
ス
ト

は
、
司
牧
活
動
を
意
味
す
る
も
の

で
す
が
、
そ
れ
が
宣
教
活
動
に
向

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
し

て
い
ま
す
。

　

前
回
の
教
区
報
の
中
で
も
、

「
と
も
に
歩
む
あ
た
た
か
さ
の

あ
る
教
会
を
め
ざ
そ
う
」
と
い

う
長
期
目
標
と
中
期
目
標
は
、

２
０
２
１
年
～
２
０
２
４
年
を
か

け
て
準
備
さ
れ
、
開
催
さ
れ
た
世

界
代
表
司
教
会
議
（
世
界
シ
ノ
ド

ス
）
第
16
回
通
常
総
会
の
「
と
も

に
歩
む
教
会
の
た
め
―
交
わ
り
、

参
加
、
そ
し
て
宣
教
―
」
と
い
う

メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
意
識
し
て
設
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い

ま
し
た
。
「
交
わ
り
」
と
は
、
キ

リ
ス
ト
と
聖
霊
の
働
き
に
よ
る
神

と
の
交
わ
り
を
実
現
す
る
典
礼
活

動
を
源
泉
と
し
な
が
ら
、
教
会
共

同
体
相
互
の
交
わ
り
へ
と
発
展
し

て
行
く
こ
と
を
示
す
も
の
で
す
。

そ
し
て
「
参
加
」
は
、
神
か
ら
の

恵
み
に
支
え
ら
れ
て
、
共
同
体
の

メ
ン
バ
ー
が
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
意
識
し
、
共
同
体
の
使
命
の
た

め
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
教
会
共
同

体
の
使
命
は
、
つ
ね
に
す
べ
て
の

人
を
信
仰
と
回
心
に
導
く
た
め

に
、
福
音
を
宣
教
す
る
こ
と
へ
向

か
っ
て
行
く
べ
き
な
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
教
区
の
宣
教
司

牧
の
三
年
毎
の
中
間
目
標
の
順
序

を
、
典
礼
活
動
、
司
牧
活
動
、
宣

教
活
動
と
い
う
流
れ
に
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
「
典
礼
憲
章
」
は
、

§
「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
典

礼
は
教
会
活
動
が
目
指
す
頂
点
で

あ
り
、
同
時
に
教
会
の
あ
ら
ゆ
る

力
が
流
れ
出
る
泉
で
あ
る
。
使
徒

的
な
活
動
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

す
べ
て
の
人
が
信
仰
と
洗
礼
を
通

し
て
神
の
子
と
な
っ
て
一
つ
に
集

ま
り
、
教
会
の
中
で
神
を
た
た

え
、
い
け
に
え
に
あ
ず
か
っ
て
主

の
晩
餐
を
食
す
る
こ
と
に
あ
る

か
ら
で
あ
る
」
（
「
典
礼
憲
章

10
」
）
と
述
べ
て
、
地
上
の
典
礼

を
通
し
て
、
最
終
的
な
頂
点
が
天

上
の
典
礼
に
連
な
る
こ
と
に
あ
る

こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

世
界
シ
ノ
ド
ス
の
動
き
と
招
き

に
合
わ
せ
て
、
４
月
29
日
に
、
教

区
「
宣
教
ひ
ろ
ば
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
「
宣
教
ひ
ろ
ば
」
の

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
教
区
レ

ベ
ル
で
も
「
宣
教
ひ
ろ
ば
」
（
宣

教
推
進
懇
談
会
）
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
ま
と
め
の
レ
ポ
ー

ト
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
成
果
を
分
ち
合
う
た
め
に
、

今
度
は
教
区
レ
ベ
ル
の
「
宣
教
ひ

ろ
ば
」
が
間
も
な
く
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
の
際
に
、
世
界
シ
ノ
ド
ス

の
中
で
実
践
さ
れ
て
い
る
「
霊
に

お
け
る
会
話
」
と
い
う
、
分
か
ち

合
い
と
識
別
の
た
め
の
新
し
い
手

法
が
説
明
さ
れ
、
わ
た
し
た
ち
は

そ
れ
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
聖
霊
の
導
き
に

よ
っ
て
、
神
の
み
心
を
識
別
し
な

が
ら
「
と
も
に
歩
む
教
会
」
の
あ

る
べ
き
姿
を
実
現
し
て
い
く
た
め

の
重
要
な
手
段
で
す
。
今
後
、
わ

た
し
た
ち
は
こ
の
「
霊
に
お
け
る

会
話
」
の
精
神
や
手
法
を
、
小
教

区
、
地
区
、
教
区
レ
ベ
ル
で
の
あ

ら
ゆ
る
話
し
合
い
の
中
に
活
か

し
、
適
応
し
て
行
く
努
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復
活

を
祝
う
季
節
に
、
わ
た
し
た
ち
が

行
う
教
区
レ
ベ
ル
の
「
宣
教
ひ
ろ

  

  

ば
」
を
、
神
の
愛
と
い
つ
く
し
み

が
感
じ
ら
れ
る
「
あ
た
た
か
さ
の

あ
る
教
会
」
を
築
い
て
行
く
新
た

な
起
点
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
４
月
８
日
か
ら

12
日
ま
で
日
本
の
司
教
様
方

は
、
引
退
司
教
様
を
除
き
全
員

で
ア
ド
リ
ミ
ナ
の
た
め
に
バ
チ

カ
ン
を
訪
問
し
ま
す
。

　

ア
ド
リ
ミ
ナ
と
は
、
各
国
の

司
教
団
が
定
期
的
に
バ
チ
カ
ン

を
訪
問
し
、
教
皇
様
に
各
国
と

各
司
教
区
の
状
況
を
直
接
に
報

告
す
る
も
の
で
す
。
以
前
は
５

年
ご
と
の
ア
ド
リ
ミ
ナ
で
し
た

が
、
全
世
界
で
教
区
の
数
が
増

す
中
で
、
５
年
ご
と
の
バ
チ
カ

ン
訪
問
は
困
難
に
な
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
各
国
の
司
教
団
が
そ
ろ
っ

て
バ
チ
カ
ン
を
訪
問
し
、
教
皇

様
と
親
し
く
面
談
す
る
ア
ド
リ

ミ
ナ
と
い
う
習
慣
が
な
く
な
る

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
今
回

の
日
本
司
教
団
の
公
式
訪
問

は
、
７
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
各

省
庁
の
訪
問
、
特
に
国
務
省
・

福
音
宣
教
省
・
典
礼
秘
跡
省
・

列
聖
省
は
全
司
教
様
で
の
訪

問
、
各
司
教
様
方
は
そ
れ
ぞ
れ

担
当
し
て
い
る
役
職
に
合
わ
せ

て
各
省
庁
を
訪
問
し
情
報
交
換

を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
伝

統
的
な
こ
と
と
し
て
聖
ペ
ト
ロ

聖
堂
と
聖
パ
ウ
ロ
聖
堂
で
ミ
サ

を
捧
げ
、
最
終
日
に
は
教
皇
謁

見
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
５
年
に
故
三
末
篤
實

教
様
に
同
行
し
て
ア
ド
リ
ミ
ナ

に
参
加
し
た
時
に
は
、
各
司
教

様
方
は
教
皇
様
と
個
別
に
面
談

を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
全

員
一
同
に
会
し
て
の
面
談
の
形

式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
堅
苦
し

い
形
式
の
面
談
か
ら
、
教
皇
様

の
質
問
に
司
教
様
方
が
自
由
に

発
言
し
て
答
え
る
と
い
う
形
式

に
変
化
し
た
の
も
、
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
教
皇
様
の
人
柄
に
よ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
様
、
こ
の
た
び
の
ア
ド
リ

ミ
ナ
が
有
意
義
な
も
の
と
な

り
、
日
本
の
福
音
宣
教
に
豊
か

な
実
り
を
も
た
ら
す
も
の
と
な

る
よ
う
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

原
田　

豊
己　

神
父
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３
月
20
日
（
水
・
祝
）
に
世
界
平
和
記
念
聖
堂
（
幟
町
教
会
）
で

白
浜
満
司
教
に
よ
り
司
祭
叙
階
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
司
祭
に
叙
階

さ
れ
た
の
は
星
野
倫
淳
助
祭
。
叙
階
ミ
サ
は
、
大
分
司
教
区
長
、
森

山
信
三
司
教
を
は
じ
め
、
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
の
担
当
司
祭
、

東
京
教
区
の
司
祭
や
信
徒
、
広
島
教
区
の
司
祭
修
道
者
信
徒
、
新
司

祭
の
家
族
や
友
人
な
ど
、
の
多
く
の
参
列
者
の
祈
り
の
中
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
叙
階
後
の
星
野
新
司
祭
の
最
初
の
赴
任
地
は
岡
山

教
会
と
な
る
こ
と
が
白
浜
司
教
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

叙
階
式

新
司
祭
誕
生

　

新
司
祭
の
星
野
で
す
。
３
月

20
日
の
春
分
の
日
に
司
祭
叙
階

の
お
恵
み
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
皆
様
の
お
祈

り
と
様
々
な
形
で
の
ご
支
援
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
も

し
そ
れ
が
な
か
っ
た
と
し
ま
し

た
ら
、
私
の
よ
う
な
者
が
神
か

ら
こ
の
よ
う
な
大
き
な
お
恵
み

を
い
た
だ
く
こ
と
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
私
の
司
祭
職
は
私

の
も
の
で
は
な
く
神
の
も
の
で

あ
り
、
皆
様
の
も
の
、
そ
し
て

す
べ
て
の
方
々
の
た
め
の
も
の

で
す
。
ど
う
ぞ
そ
の
よ
う
に
思

わ
れ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
自
分

の
叙
階
記
念
カ
ー
ド
の
み
言
葉

に
「
良
い
羊
飼
い
は
羊
の
た
め

に
命
を
捨
て
る
。
」
（
ヨ
ハ
ネ

に
よ
る
福
音
10
章
11
節
）
を
選

び
ま
し
た
。
こ
の
み
言
葉
は
私

が
望
ん
で
い
る
こ
と
を
も
っ
と

も
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
わ

れ
た
か
ら
で
す
。
私
が
理
想

と
し
、
ぜ
ひ
と

も
そ
の
よ
う
に

な
り
た
い
と
望

ん
で
い
る
司
祭

像
は
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
そ
の

も
の
で
す
。
主

イ
エ
ス
は
天
の
御

父
と
聖
心
を
一
つ

に
し
て
羊
た
ち
を

こ
の
う
え
な
く
愛

し
、
囲
い
の
中
に

い
る
羊
た
ち
の
た

め
に
も
、
ま
だ
囲

い
の
中
に
入
っ
て

い
な
い
羊
た
ち
の

た
め
に
も
ご
自
分
の
す
べ
て
を

さ
さ
げ
、
羊
た
ち
が
永
遠
の
い

の
ち
を
受
け
る
た
め
に
、
喜
ん

で
ご
自
分
の
命
を
捨
て
ら
れ
ま

し
た
。
私
も
そ
の
よ
う
に
な
れ

た
ら
ど
ん
な
に
よ
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
れ
が
私
の
夢
で

す
。
も
し
そ
れ
が
実
現
し
た
な

ら
、
そ
の
と
き
私
は
自
分
の
人

生
に
満
足
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
主
と
と
も
に
十
字
架
の
上

で
「
成
し
遂
げ
ら
れ
た
」
と
言

い
、
「
父
よ
、
わ
た
し
の
霊
を

御
手
に
ゆ
だ
ね
ま
す
」
と
言
う

で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
神
は
私

の
ち
い
さ
な
生
涯
を
か
け
た
大

き
な
願
い
を
お
聞
き
入
れ
に
な

り
、
そ
う
し
て
多
く
の
人
々
が

救
わ
れ
て
天
の
国
で
永
遠
に
続

く
幸
せ
の
う
ち
に
入
る
の
を
見

て
私
は
大
い
に
喜
び
、
そ
の
た

め
に
最
も
つ
ま
ら
な
い
私
の
よ

う
な
者
を
用
い
ら
れ
た
神
に
厚

く
厚
く
感
謝
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ど
う
か
主
が
私
の
こ
の
望

み
を
お
聞
き
入
れ
に
な
り
、
ぜ

ひ
と
も
そ
の
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
に
。
皆
様
も
ど

う
か
こ
れ
か
ら
も
お
祈
り
に

よ
っ
て
私
の
司
祭
職
を
支
え
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

星
野

倫
淳

新
司
祭

星野新司祭と新司祭のお母様の星野吉子さん

叙階式ミサの様子



( 5 ) カトリック　広　島　教　区　報 2024 年 4 月 14 日  136 号

　

ま
あ
る
い
ニ
コ
ニ
コ
顔
に
、

こ
れ
ま
た
ま
あ
る
い
包
容
力
の

あ
り
そ
う
な
体
躯
…
ど
こ
か
宗

教
を
間
違
え
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
そ
の

佇
ま
い
。
歩
く
安
心
感
！　

そ

れ
故
か
、
私
が
主
任
司
祭
を
務

め
て
い
た
教
会
に
実
習
に
来
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
時
、
星
野
さ

ん
は
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で

し
た
。
ま
た
大
き
く
、
は
っ
き

り
と
し
た
そ
の
声
は
、
多
く
の

高
齢
の
信
者
さ
ん
た
ち
に
重
宝

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
元
々
か
ら
多
く

の
恵
ま
れ
た
資
質
を
神
様
に
与

え
ら
れ
て
い
た
星
野
さ
ん
。
た

だ
し
そ
れ
だ
け
で
長
い
神
学
生

生
活
を
歩
み
通
せ
る
は
ず
は
あ

り
ま
せ
ん
。
信
徒
の
皆
様
の
祈

り
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
で
し
ょ

う
が
、
加
え
て
星
野
さ
ん
の
祈

り
の
心
、
何
よ
り
も
父
な
る
神

を
崇
め
る
心
が
、
自
身
を
司
祭

職
へ
と
導
き
ま
し
た
。
私
は
今

年
度
（
２
０
２
３
年
度
）
、
神

学
院
養
成
担
当
者
と
し
て
再
び

星
野
さ
ん
と
交
わ
り

の
時
を
持
ち
ま
し
た

が
、
ミ
サ
を
司
式
す

る
私
の
隣
で
、
立
派

に
助
祭
と
し
て
神
様

に
奉
仕
す
る
星
野
さ

ん
を
、
頼
も
し
く
見
て
い
た
も

の
で
す
。

　

さ
あ
星
野
さ
ん
、
長
い
神
学

生
生
活
の
間
、
幾
度
も
自
身
で

イ
メ
ー
ジ
し
、
ま
た
仲
間
と
語

り
合
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
司
祭

職
に
、
貴
方
は
踏
み
出
し
ま

す
。
司
祭
仲
間
と
し
て
共
に
歩

め
る
こ
と
、
と
て
も
嬉
し
い
で

す
。
何
処
で
も
福
音
宣
教
の
困

難
さ
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
神

様
か
ら
与
え
ら
れ
た
大
仏
様
の

よ
う
な
シ
ル
エ
ッ
ト
、
そ
し
て

育
て
上
げ
た
祈
り
の
心
で
、
多

く
の
人
を
イ
エ
ス
様
の
御
許
へ

導
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
星

野
神
父
様
の
司
牧
の
上
に
神
様

の
豊
か
な
お
恵
み
が
注
が
れ
ま

す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

星
野
倫
淳
さ
ん
、
司
祭
叙
階

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心

か
ら
の
祝
福
を
送
り
ま
す
。

　

星
野
さ
ん
は
、
ト
ラ
ピ
ス
ト

会
士
で
あ
っ
た
頃
は
私
の
後
輩

の
修
道
士
で
あ
り
ま
し
た
が
、

東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
に
お

い
て
は
、
私
の
尊
敬
す
る
先
輩

で
あ
り
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ピ
ス
ト
に
お
い
て
は
、

星
野
さ
ん
の
常
に
神
様
に
対
し

て
真
っ
す
ぐ
に
信
頼
す
る
姿
勢

が
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
神
様
へ
の
信
頼
を

兄
弟
た
ち
に
説
く
雄
弁
さ
は
、

い
つ
も
私
た
ち
を
恵
み
の
与
え

主
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
へ
立
ち
返

ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

病
院
に
通
院
す
る
兄
弟
た
ち
の

送
迎
係
で
あ
っ
た
と
き
、
そ
の

温
か
い
人
柄
で
兄
弟
た
ち
を
安

心
さ
せ
、
い
つ
も
楽
し
く
笑
い

に
満
た
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
星
野
さ
ん
を
見

て
、
私
は
常
々
、
「
修
道
院
の

塀
の
中
に
閉
じ
込
め
て
お
く
に

は
惜
し
い
人
だ
」
と
僭
越
な

が
ら
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
あ
る
時
、
牛
舎
で

一
緒
の
仕
事
に
入
っ
た

と
き
、
私
は
冗
談
交
じ

り
で
星
野
さ
ん
に
「
教

区
か
ら
来
る
よ
う
に

お
声
が
か
か
っ
た
ら
ど
う
す

る
？
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
確
か
星
野
さ
ん
は

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
「
神
様
の

み
こ
こ
ろ
で
し
た
ら
（
笑
）
」

と
答
え
て
お
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
星
野
さ
ん
が
広
島
教
区
に

行
か
れ
た
の
は
本
当
に
主
の
不

思
議
な
「
み
こ
こ
ろ
」
だ
っ
た

と
、
心
か
ら
主
を
賛
美
い
た
し

ま
す
。

　

神
学
院
に
お
い
て
は
、
キ
リ

ス
ト
と
共
に
い
る
喜
び
が
、
星

野
さ
ん
の
教
話
や
説
教
か
ら
溢

れ
出
し
、
主
を
伝
え
る
人
の
喜

び
の
姿
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

星
野
神
父
様
の
こ
れ
か
ら
の

働
き
の
上
に
、
主
の
豊
か
な
恵

み
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　

林

正
人

神
父

司
祭
叙
階

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

  

ト
マ
ス

鎌
田

誠

修
道
士

叙階式ミサの様子

叙階式の参列者一同
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聖
な
る
人
？

広
島
教
区
神
学
生
養
成
担
当
者

服
部

大
介

神
父

星
野
新
司
祭
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

廿
日
市
教
会　

有
野
節
子

　

星
野
さ
ん
に
最
初
に
出
会
っ

た
の
は
、
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神

学
院
の
入
学
規
定
の
ぎ
り
ぎ
り

の
年
齢
で
あ
っ
た
39
歳
の
時
で

し
た
。
北
海
道
の
当
別
ト
ラ
ピ

ス
ト
修
道
会
の
修
道
者
と
し
て

10
年
も
過
ご
し
て
こ
ら
れ
た
方

が
広
島
教
区
の
神
学
生
希
望
者

と
し
て
来
ら
れ
て
面
接

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
修
道
者
と
し
て

長
年
過
ご
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
神
へ
の
霊
的

な
思
い
が
強
く
感
じ
ら

れ
る
方
で
し
た
が
、
逆
に
観
想

修
道
会
で
の
生
活
が
信
じ
ら
れ

な
い
程
よ
く
し
ゃ
べ
る
人
だ
な

と
い
う
印
象
で
し
た
。
自
分
が

と
に
か
く
最
初
に
お
願
い
し
た

の
が
、
年
齢
の
こ
と
も
あ
る
の

で
、
健
康
の
た
め
に
痩
せ
る
努

力
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

彼
の

独
特
の

体
形
と

風
貌
か
ら

練
成
会
な

ど
で
も
子

ど
も
た
ち

に
は
人
気

者
に
な
っ

て
い
ま
し

た
し
、
不

思
議
な
魅

力
の
あ
る

人
で
し
た

が
、
修
道

生
活
で
身

に
つ
い
た

こ
と
な
の

か
、
自
分
の
こ
と
を
あ
ま
り
話

す
こ
と
を
し
な
い
上
、
霊
的
な

言
葉
も
多
い
人
な
の
で
正
直
本

当
の
姿
が
分
か
ら
な
い
と
い
う

感
じ
で
し
た
。
神
学
院
で
も
し

ば
ら
く
し
て
か
ら
は
厳
し
い
指

摘
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
正
直
な

姿
を
素
直
に
出
す
こ
と
、
説
教

で
も
自
分
の
言
葉
で
話
す
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。
結
局

自
分
も
星
野
さ
ん
が
ど
の
よ
う

な
人
な
の
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
思
い
が
ま
だ
あ
り
ま
す
。

　

自
分
が
最
初
か
ら
お
願
い
し

て
い
た
痩
せ
る
努
力
に
関
し
て

は
、
残
念
な
が
ら
全
く
成
果
が

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何

と
か
今
回
司
祭
叙
階
の
お
恵
み

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
司
祭
と
し
て
の
お
恵
み
を

受
け
て
こ
れ
か
ら
歩
ん
で
行
か

れ
ま
す
。
こ
の
人
が
本
当
に
聖

な
る
人
な
の
か
、
そ
れ
と
も
た

だ
の
変
わ
っ
た
人
な
の
か
を
一

緒
に
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

「
今
日
か
ら
お
世
話
に
な
り

ま
す
星
野
倫
淳
神
学
生
で
す
。

廿
日
市
教
会
の
皆
様
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
！
」
６
年
前
の
白
浜
司
教
様

の
こ
の
お
言
葉
に
よ
っ
て
私
た

ち
は
星
野
神
学
生
を
出
身
教
会

と
し
て
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

廿
日
市
教
会
献
堂
以
来
初
め

て
の
出
来
事
で
し
た
。
当
時
の

主
任
司
祭
だ
っ
た
ア
ン
リ
神
父

様
は
「
星
野
神
学
生
を
私
た
ち

は
本
当
の
家
族
と
し
て
物
心
共

に
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」

と
意
欲
的
に
受
け
入
れ
私
た
ち

を
鼓
舞
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
星
野
さ
ん
」
親
し
く
そ
う

呼
ば
せ
て
い
た
だ
く
の
も
今
日

で
最
後
で
す
。
あ
れ
か
ら
６

年
。
星
野
さ
ん
は
教
区
司
祭
へ

の
道
を
臆
す
る
こ
と
な
く
ま
っ

し
ぐ
ら
に
進
ま
れ
ま
し
た
ね
。

何
の
迷
い
も
な
い
か
の
よ
う
に

お
見
受
け
し
た
の
は
、
む
し
ろ

ご
自
分
に
は
合
っ
て
い
た
ト
ラ

ピ
ス
ト
修
道
士
と
し
て
の
10
年

間
の
生
活
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
新
し

い
召
し
出
し
を
受
け
て

塀
を
飛
び
越
え
る
た
め

の
葛
藤
の
末
の
清
々
し

い
志
の
せ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
真
の
召
し
出
し
だ

と
い
う
し
る
し
を
今
日
の
叙
階

式
で
神
様
は
私
た
ち
に
お
示
し

に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
は
星
野
さ

ん
の
持
ち
前
の
明
る
さ
と
耳
に

心
地
良
い
語
り
口
を
通
し
て
、

さ
ら
に
は
星
野
さ
ん
の
弱
さ
を

も
使
っ
て
、
神
様
が
思
う
存
分

働
け
る
道
具
と
な
ら
れ
ま
す
よ

う
、
ま
る
で
親
に
な
っ
た
よ
う

な
気
持
ち
で
世
の
荒
波
へ
送
り

出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

星
野
新
司
祭
！
心
か
ら
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

廿日市教会信徒の皆様
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区

の

動

き

教日　
　
　

時
：
２
０
２
４
年
４
月
29
日
（
月
・
祝
）
13
時
～
17
時

場　
　
　

所
：
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
（
広
島
市
幟
町
）

参
加
要
請
者
：
小
教
区
全
司
祭
、
各
小
教
区
信
徒
代
表
１
名
、

　
　
　
　
　
　

修
道
者
（
希
望
者
）
、
他
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

自
由
参
加

バ
ー
（
司
祭
、
修
道
者
、
信
徒

代
表
各
１
名
）
が
こ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。

「
宣
教
ひ
ろ
ば
」
に
各
小
教
区

か
ら
参
加
す
る
人
は
何
を

す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
？

　

参
加
者
の
方
々
は
当
日
「
霊

に
お
け
る
会
話
」
と
は
何
か
を

深
く
理
解
し
、
実
際
に
世
界
シ

ノ
ド
ス
第
１
会
期
で
行
わ
れ
た

の
と
同
じ
方
法
で
実
践
（
練

習
）
を
し
ま
す
。
そ
の
体
験
を

小
教
区
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

き
、
小
教
区
司
祭
と
一
緒
に

な
っ
て
各
小
教
区
で
「
霊
に
お

け
る
会
話
」
を
広
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

「
日
本
シ
ノ
ド
ス
の
つ
ど
い
」

っ
て
何
で
す
か
？

　

日
本
の
全
司
教
と
全
て
の
教

区
か
ら
３
名
ず
つ
の
メ
ン
バ
ー

が
１
泊
２
日
で
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
会
館
に
集
ま
り
、
「
霊
に
お

け
る
会
話
」
を
出
席
者
全
員
で

体
験
す
る
集
い
で
す
。
世
界
シ

ノ
ド
ス
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た

シ
ノ
ド
ス
特
別
チ
ー
ム
（
担

当
：
菊
池
功
大
司
教
）
が
企
画

し
ま
し
た
。

「
シ
ノ
ド
ス
特
別
チ
ー
ム
」

っ
て
何
で
す
か
？

　

教
皇
庁
か
ら
の
指
示
に
従
う

形
で
、
２
０
２
３
年
末
に
日
本

の
司
教
協
議
会
に
設
置
さ
れ
た

チ
ー
ム
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
菊

池
功
大
司
教
、
小
西
広
志
神
父

と
ア
ジ
ア
の
大
陸
別
シ
ノ
ド
ス

に
参
加
し
た
三
名
（
西
村
桃
子

さ
ん
、
辻
明
美
さ
ん
、
高
山
徹

神
父
）
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
十
月
の
第
二
会
期

に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
担
当

し
ま
す
。

実
際
に

「
日
本
シ
ノ
ド
ス
の
集
い
」
に

参
加
し
て
ど
う
で
し
た
か
？

　

参
加
し
て
感
じ
た
の
は
、
日

本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
「
霊

に
お
け
る
会
話
」
の
手
法
を
本

気
で
広
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
「
霊
に
お
け
る
会

話
」
を
実
体
験
す
る
と
、
全
員

の
意
見
や
思
い
を
雑
念
な
く

「
聞
く
」
こ
と
の
大
切
さ
、
普

段
そ
れ
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
に
は
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
解
決
志
向
で

は
な
く
信
者
同
士
が
交
わ
る
こ

と
、
参
加
す
る
こ
と
を
目
指
す

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

「
霊
に
お
け
る
会
話
」
は

　
　
ど
の
よ
う
に
し
て

始
め
る
の
で
す
か
？

　

祈
り
の
雰
囲
気
の
中
で
「
霊

に
お
け
る
会
話
」
が
始
ま
り
ま

す
。
各
自
祈
り
な
が
ら
テ
ー
マ

に
つ
い
て
沈
黙
の
う
ち
に
思
い

を
巡
ら
し
、
心
に
響
い
た
こ
と

を
メ
モ
し
ま
す
。
次
に
一
人
三

分
程
度
の
時
間
で
順
番
に
メ
モ

に
書
か
れ
た
自
分
（
Ⅰ
）
の
思

い
を
話
し
ま
す
。
こ
の
時
他
の

参
加
者
は
「
聞
く
」
こ
と
に
専

「
宣
教
ひ
ろ
ば
」
っ
て

何
で
す
か
？

　

昨
年
十
月
に
バ
チ
カ
ン
で
開

催
さ
れ
た
世
界
シ
ノ
ド
ス
第
一

会
期
が
終
わ
り
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
教
皇
は
「
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
私
た
ち
は
宣
教
に
お
い
て
シ

ノ
ド
ス
的
教
会
に
な
り
え
る

か
」
と
い
う
こ
と
を
、
今
年
十

月
に
始
ま
る
第
二
会
期
の
た
め

に
各
教
区
で
深
め
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
応
じ

て
広
島
教
区
で
は
「
宣
教
ひ
ろ

ば
」
と
い
う
名
称
で
集
い
を
持

ち
、
事
前
に
各
小
教
区
で
話
し

合
わ
れ
た
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
話
し
合
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

「
宣
教
ひ
ろ
ば
」
で
は

何
を
す
る
の
で
す
か
？

　

昨
年
十
月
の
世
界
シ
ノ
ド
ス

第
１
会
期
に
参
加
し
た
３
人
の

日
本
人
の
中
の
お
一
人
で
あ
る

シ
ス
タ
ー
弘
田
し
ず
え
（
ベ
リ

ス
・
メ
ル
セ
ス
修
道
女
会
）
を

お
招
き
し
、
世
界
シ
ノ
ド
ス
で

何
が
話
し
合
わ
れ
た
か
と
い
う

話
を
お
聞
き
し
ま
す
。
そ
の
後

第
一
会
期
で
実
際
に
行
わ
れ
た

「
霊
に
お
け
る
会
話
」
を
実
体

験
し
ま
す
。

「
霊
に
お
け
る
会
話
」
っ
て

何
で
す
か
？

　

「
聞
く
」
こ
と
を
大
切
に

し
、
そ
の
中
で
聖
霊
の
働
き
を

実
感
で
き
る
話
し
合
い
の
手
法

で
す
。
世
界
シ
ノ
ド
ス
第
一
会

期
で
は
、
今
ま
で
の
シ
ノ
ド
ス

と
全
く
異
な
り
、
全
て
の
話
し

合
い
が
こ
の
方
法
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
東
京
で
行
わ
れ
た
「
日

本
シ
ノ
ド
ス
の
つ
ど
い
」
（
３

月
７
、
８
日
）
に
白
浜
司
教

と
広
島
教
区
か
ら
３
人
の
メ
ン

広島教区の代表として「日本シノドスの集い」に参加
した３人のメンバーと白浜司教

第
一
回
「
宣
教
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
す
！
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念
し
ま
す
。
話
さ
れ
た
こ
と
に
コ
メ
ン
ト
す

る
こ
と
、
解
決
策
を
提
示
す
る
こ
と
を
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
一
人
が
終
わ
る
と
次
の
人

が
話
し
ま
す
。
こ
う
し
て
十
名
程
度
の
参
加

者
が
全
て
自
分
の
話
を
し
ま
す
。

そ
の
次
は
何
を
す
る
の
で
す
か
？

　

こ
う
し
て
参
加
者
が
自
分
の
思
い
を
話
し

た
後
、
今
度
は
参
加
者
（
Ｙ
ｏ
ｕ
）
か
ら
聞

い
た
話
で
心
に
響
い
た
こ
と
を
一
人
三
分
程

度
で
分
か
ち
合
い
ま
す
。
こ
の
時
も
コ
メ
ン

ト
は
厳
禁
で
す
。
最
後
に
こ
の
グ
ル
ー
プ
全

体
（
Ｗ
ｅ
）
の
ま
と
め
を
し
ま
す
が
、
合
意

で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
、
課
題
の
三

つ
に
分
け
て
全
員
の
合
意
を
取
り
ま
す
。

「
霊
に
お
け
る
会
話
」
全
体
を
通
し
て
聖
霊

の
働
き
を
感
じ
、
感
謝
の
祈
り
の
う
ち
に
終

わ
り
ま
す
。

白
浜
司
教
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

広
島
教
区
の
皆
さ
ん
、
昨
年
十
月
に
開
か

れ
た
世
界
シ
ノ
ド
ス
第
一
会
期
で
は
「
霊
に

お
け
る
会
話
」
と
い
う
手
法
が
示
さ
れ
、
世

界
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
こ
の
手
法
を
取
り

入
れ
て
「
交
わ
り
、
参
加
、
宣
教
」
を
推
進

す
る
教
会
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
広
島
教
区
で
も
こ
の
手
法
を
取
り
入

れ
、
広
く
皆
さ
ん
と
交
わ
り
を
持
つ
こ
と

を
始
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
四
月

二
十
九
日
の
「
宣
教
ひ
ろ
ば
」
は
そ
の
第
一

歩
で
す
。
各
小
教
区
か
ら
来
ら
れ
る
司
祭
、

修
道
者
、
信
徒
の
方
と
と
も
に
、
あ
た
た
か

さ
の
あ
る
教
会
を
目
指
し
て
一
緒
に
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
平
和
の
使
徒
推
進
本
部　

田
中　

靖
）

Sinulog Festival 2024 
　国際イーグルズ・マカバヤンクラブと地元カトリック教
会のフィリピンコミュニティーが主催する鮮やかなシヌロ
グ祭が、1月19日に福山カトリックで開催されました。こ
のイベントは、教会をフィリピンの文化、信仰、そして喜
びで満ち溢れる場所に変え、さまざまな背景を持つ人々が
一つとなる機会となりました。シヌログ祭は、フィリピン
の伝統に深く根ざしており、フィリピン人の異教の過去と
キリスト教の受容を記念しています。又、セブのサント・
ニーニョを祝う、最も有名で歴史的なフィリピンの宝物の
一つでもあるのです。福山カトリック教会で行われたシヌ
ログ祭では、ダイナミックなダンス大会と魅力的なビュー
ティーコンテストがハイライトされ、複数の県から多数の
チームが参加し、互いに祭りの精神を体現し、才能を被露
するために熱心に参加しました。
　プログラムを通じて、各グループは色鮮やかな衣装を身
にまとい、準備したビートと音楽に合わせてリズミカルに
踊りました。各パフォーマンスは、教会の雰囲気を明るく
するだけではなく、「信仰・伝統・団結」に関する物語を
語りました。ビューティーコンテストは、祭りの祝賀に優
雅さと品格を加えました。異なる背景を持つ参加者が、憧
れのステータスを競い合い、プレゼンテーションを通じて
祭りの本質を体現しました。これらのプログラムによっ
て、教会は笑顔と笑いに満ち溢れました。
　福山のシヌログ祭を特別なものにしたのは、異なる文化
的背景と信念を持つ個人が一つにまとまり、団結、また、
互いに共有する喜びの雰囲気を育むことができたからで
しょう。このユニークな空間では、互いの違いから生ま
れる壁がなくなり、祭りの持続的な平和、調和、そしてコ
ミュニティーのメッセージを反映しました。ダンス、音
楽、そして共有された伝統を通じて、福山カトリック教会
のシヌログ祭は、人々を一つにする文化的なお祭りとなり
ました。互いの違いを認め合い、喜びと団結の素晴らしが
これからも続くことを心よりお祈り申し上げます。

日本国際マカバヤンイーグルクラブ
会長：大城 誠一

　

今
年
の
５
月
３
日
の
73
回
目
「
乙
女
峠
ま

つ
り
」
は
大
分
司
教
区
・
森
山
信
三
司
教
様

の
司
式
に
よ
り
、
津
和
野
乙
女
峠
証
し
人
の

遺
徳
を
偲
ぶ
ミ
サ
を
捧
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
「
乙
女
峠
ま
つ
り
」
に
お
い
て
皆
様

と
と
も
に
こ
の
列
福
・
列
聖
運
動
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
２
日
の
前
夜
祭
で
は
「
ザ
ビ

エ
ル
時
代
か
ら
い
た
だ
い
た
信
仰
を
現
在
ま

で
つ
な
い
だ
津
和
野
の
証
人
」
と
の
演
題
で

デ
・
ル
カ　

レ
ン
ゾ
神
父
（
長
崎
26
聖
人
記

念
館
館
長
）
の
講
話
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ミサの様子はYouTube
で配信されます。
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２
０
２
４
年
は
能
登
大
地
震
と

言
う
ツ
ラ
い
幕
開
け
に
な
っ
た
。

被
災
者
の
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
申

し
上
げ
、
救
援
復
興
の
為
に
懸
命

に
働
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年
、
ど

う
し
て
も
原
発
に
つ
い
て
考
え
て

し
ま
う
。
今
回
の
被
害
が
大
き

か
っ
た
珠
洲
市
は
か
つ
て
原
発
建

設
の
候
補
地
だ
っ
た
。
最
寄
り
の

志
賀
原
発
は
た
ま
た
ま
運
転
休
止

中
だ
っ
た
。
震
源
地
近
く
に
は
柏

崎
か
ら
若
狭
湾
に
か
け
て
多
数
の

原
子
力
施
設
が
立
ち
並
ぶ
が
、
運

良
く
津
波
や
液
状
化
の
被
害
を
免

れ
た
。
３
・
11
の
教
訓
は
「
た
ま

た
ま
」
と
か
「
運
良
く
」
で
は
安

全
は
担
保
で
き
な
い
、
と
言
う
こ

と
で
は
な
か
っ
た
の
か
？

　

福
島
第
一
原
発
、
「
も
ん

じ
ゅ
」
や
廃
炉
を
待
つ
他
の
原

発
、
原
発
の
ゴ
ミ
の
行
方
な
ど
の

将
来
的
な
費
用
を
考
え
た
時
、
経

済
的
に
も
破
綻
し
て
お
り
、
安
全

性
も
含
め
て
原
発
は
当
時
の
流
行

り
言
葉
「
オ
ワ
コ
ン
」
（
終
わ
っ

た
コ
ン
テ
ン
ツ
）
と
思
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
目
先
に
動
く
お

金
とSD

G
's

を
誤
用
し
て
再
び
原

発
推
進
に
向
か
い
、
私
が
働
き
始

め
る
よ
り
前
か
ら
稼
働
し
て
い
る

原
発
も
私
が
随
分
ポ
ン
コ
ツ
に
な

り
定
年
を
迎
え
る
年
に
な
っ
て
も

尚
稼
働
を
続
け
、
60
年
を
超
え
て

稼
働
さ
せ
る
と
言
う
。

　

同
じ
く
年
始
早
々
に
下
関
の
対

岸
、
北
九
州
小
倉
の
商
店
街
で
火

災
が
あ
り
仲
間
の
焼
き
う
ど
ん
発

祥
の
店
も
被
害
に
あ
っ
た
。
数
年

前
二
度
の
火
災
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
旦
過
市
場
等
１
０
０
万
都

市
の
中
心
部
に
「
昭
和
」
「
戦

後
」
の
佇
ま
い
を
色
濃
く
残
し
て

い
る
商
店
街
が
活
気
に
満
ち
て

残
っ
て
い
る
の
だ
が
、
防
災
の

観
点
か
ら
は
問
題
だ
ら
け
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
る
。
「
オ
ワ
コ
ン
」
と

し
て
ク
ラ
ッ
シ
ュ
＆
ビ
ル
ド
が
安

直
な
道
だ
が
、
昭
和
世
代
と
し
て

は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
に
安
全
対
策

を
施
し
て
残
し
て
欲
し
い
。

　

昭
和
の
名
残
を
い
っ
ぱ
い
溜
め

込
み
50
年
を
超
え
た
下
関
労
働
教

育
セ
ン
タ
ー
は
呼
称
を
ロ
ク
ス
ひ

よ
り
や
ま
に
変
え
た
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
新
た
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
「
オ
ワ
コ
ン
」
に
な
ら
な

い
様
に
も
が
い
て
い
る
。
今
年
も

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
大
城　

研
司
）

下関労働教育センターだより

外国で勉強している神父さまのお話
　司祭の生涯養成のため、また特に近年増え続けている日本語を母語としない信徒のみなさんにも、より良い奉仕ができる
よう、語学習得の必要性を強く感じていた教区。そこで、司祭叙階から数年の司祭たちに語学研修や外国での暮らしを体験
する機会を！と海外に送り出す試みを始めました。最初の白羽の矢が立ったのは、2021年に叙階された三宅神父様。2年間の
予定でフィリピン研修中です。

フィリピンのタガイタイより　三宅仁孝神父
　広島教区の皆様こんにちは。わたしは今、フィリピンのタガイタイにある
MSP（フィリピン宣教会）の神学校で生活をしながら、英語研修をしていま
す。昨年の５月からこちらでの生活が始まり、もうすぐ一年が経とうとしてい
ます。基礎から学ばさせていただいているのでまだまだ先は長いですが、こち
らに来たときよりは成長できていると思います。ミサの司式なども、当番に
入って実践をさせていただいています。勉強だけではなく、フィリピンの文化
にもより積極的に関わっていき、様々なことを学んでいけたらと思っていま
す。
　生活については、食べ物が合わないとか気候が辛いということもなく楽しく
過ごしています。たまに熱が出て、もっとひどくなったらどうしようと心細くなることもありますが、こちらの神父様や神
学生、スタッフの方々がとてもよくしてくださり、今日も元気にやっています。
　英語研修の残りの期間も良い学びの時となるようにお祈りいただけたら幸いです。わたしも、広島教区の皆様がよりよく
神様との歩みを続けられるようにお祈りしています。
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山
口
島
根
地
区

＊
２
０
２
３
年
度

平
和
ア
ピ
ー
ル
１
９
８
１
報
告

　

２
０
２
３
年
度
の
山
口
・
島
根

地
区
平
和
ア
ピ
ー
ル
１
９
８
１

は
、
去
る
２
月
11
日
、
80
名
の
参

加
者
を
得
て
、
山
口
教
会
で
開
催

さ
れ
た
。
午
前
中
は
白
浜
司
教
様

の
司
式
に
よ
る
御
ミ
サ
と
講
話
、

午
後
は
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
分
か

ち
合
い
を
行
っ
た
。
司
教
様
に
は

「
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
核
兵
器

廃
絶
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
」

と
題
し
て
お
話
し
頂
い
た
。
今
問

題
な
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ

ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
で
あ
っ
て
、
核
廃

絶
は
問
題
の
核
心
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
疑
問
を
持
つ
方
も

お
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
し
か

し
、
司
教
様
の
お
話
し
を
伺
い
な

が
ら
、
核
廃
絶
を
訴
え
る
こ
と
が

そ
の
ま
ま
戦
争
反
対
に
つ
な
が
る

の
だ
と
腑
に
落
ち
た
。
司
教
様
は

軍
都
広
島
の
歴
史
か
ら
語
り
始
め

ら
れ
、
原
爆
の
悲
惨
さ
（
そ
れ
は

戦
争
の
悲
惨
さ
そ
の
も
の
で
も
あ

る
）
に
言
及
さ
れ
、
核
廃
絶
の
た

め
ア
メ
リ
カ
の
二
人
の
大
司
教
様

と
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
た
め

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
宣
言

し
た
と
報
告
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ

で
反
核
を
訴
え
る
こ
と
が
ど
ん
な

に
大
変
な
こ
と
か
、
想
像
し
て
み

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
支

援
の
一
つ
と
し
て
白
浜
司
教
様
は

「
核
な
き
世
界
基
金
」
を
設
立
さ

れ
、
反
核
平
和
の
た
め
に
尽
力
す

る
人
び
と
や
団
体
を
支
援
な
さ
っ

て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
の

平
和
の
た
め
に
、
何
も
で
き
な
い

私
た
ち
が
「
核
な
き
世
界
基
金
」

に
協
力
す
る
こ
と
で
、
微
力
な
が

ら
平
和
に
貢
献
で
き
る
と
参
加
者

の
一
人
が
語
っ
て
お
ら
れ
た
の
が

印
象
に
残
っ
た
。
な
お
、
こ
の
日

の
司
教
様
の
講
話
は
広
島
司
教
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き

る
。

＊
２
０
２
３
年
度
第
３
回

岡
山
鳥
取
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会

　

１
月
８
日
岡
山
教
会
で
、

２
０
２
３
年
度
第
３
回
岡
山
鳥
取

地
区
宣
教
司
牧
評
議
会
を
開
催
し

岡
山
鳥
取
地
区

＋主の平和
白浜司教様、そして広島教区の皆さんへ
　この度の能登半島地震に際して、名古屋教区へ多くの支援金
をお送りくださり本当にありがとうございました。名古屋教区
事務局の手を煩わせないようにと、広島教区でまとめ、一括し
て送ってくださった配慮も心から感謝します。私たちは、広島
教区内の小教区の皆さんや修道院、幼稚園、カトリック学校や
その他施設、また個人からの寄付があったことを伺っていま
す。本当はお一人お一人に感謝の言葉を述べたいところです
が、この紙面を借りてお礼をさせていただきます。皆さまの温
かい思いと祈りを心に留め、被災地域の人たちへの支援活動や
教会の復興のために大切に使わせていただきたいと思います。
　被災地の状況は報道などでご存じのことと思いますが、電気
や水道などのインフラは徐々に整備されつつあるものの、人々
の生活状況は将来を見通せないような苦しい状況に置かれてい
ます。名古屋教区としては、今後、完全に壊れた輪島教会や被
害を受けた他の教会の再建、修復などをしていきますが、教会
は被災地にずっと留まり続けますので、被災地域の人々のため
に教会を拠点にした息の長い支援活動を継続していくことを考
えています。これからも皆さまのお祈りとご支援をよろしくお
願いします。
感謝のうちに。
　　　　　　　　　　　　　　　　カトリック名古屋教区
　　　　　　　　　　　　　　　　　司教　松浦　悟郎

ま
し
た
。
当
日
は
、
午
前
中
に
会

議
の
あ
っ
た
財
務
委
員
の
方
々
と

共
に
、
昼
食
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
親

睦
を
深
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

会
議
冒
頭
で
は
、
同
時
刻
に
葬
儀

ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
た
豊
田

神
父
様
と
昨
年
11
月
に
帰
天
さ
れ

た
事
務
局
長
の
田
辺
滋
さ
ん
の
た

め
、
そ
し
て
１
月
１
日
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
者
に
思

い
を
は
せ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、

推
進
チ
ー
ム
・
活
動
グ
ル
ー
プ
・

各
小
教
区
か
ら
の
報
告
な
ど
が
あ

り
、
ま
た
、
２
０
２
４
年
度
の

「
教
区
召
命
合
同
祈
り
の
集
い
」

の
会
場
を
倉
敷
教
会
と
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

＊
「
聖
ト
マ
ス
小
崎
巡
礼
」
の

報
告
と
お
礼 

　

２
０
２
４
年
１
月
21
日　

「
第

33
回
聖
ト
マ
ス
小
崎
記
念
ミ
サ
及

び
巡
礼
」
が
白
浜
司
教
様
司
式
に

て
４
年
ぶ
り
に
従
来
の
形
で
三
原

教
会
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

天
気
予
報
は
雨
！
そ
し
て
一
体

ど
れ
く
ら
い
の
巡
礼
者
が
来
て
下

さ
る
で
あ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
穏
や
か
な
晴
天
の

下
、
ミ
サ
に
は
１
１
０
名
の
参
加

者
が
あ
り
、
恒
例
の
三
原
カ
レ
ー

を
食
べ
、
ル
ル
ド
前
で
記
念
撮

広
島
地
区

名古屋教区から献金のお礼
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影
、
祈
り
つ
つ
出
発
、
ト
マ
ス
像

に
詣
で
ま
し
た
。
本
郷
駅
ま
で
の

13
キ
ロ
を
完
歩
さ
れ
た
の
は
最
終

的
に
58
名
で
し
た
。 

　

福
山
、
尾
道
、
笠
岡
、
岡
山
、

広
島
、
呉
、
三
篠
、
広
島
福
音
の

光
修
道
会
、
の
皆
様
あ
わ
せ
て
30

名
、
賛
美
を
協
力
し
て
く
だ
さ
っ

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
バ
ン
ド
、
三
原

教
会
に
前
泊
し
て
、
26
聖
人
殉
教

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
我
、
世
に
勝
て
り
」

を
見
て
、
巡
礼
に
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
の

方
々
、
多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

た
巡
礼
の
一
日
で
し
た
。 

　

こ
の
度
の
能
登
震
災
で
家
族
を

失
っ
た
人
の
悲
し
み
に
寄
り
添
い

つ
つ
、
「
こ
の
世
は
儚
い
も
の
で

す
。
永
遠
の
命
を
失
わ
ぬ
よ
う

に
」
と
母
へ
文
を
残
し
た
ト
マ
ス

少
年
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
ま
し
ょ

う
と
、
司
教
様
が
お
話
を
さ
れ
、

命
を
い
た
だ
い
て
今
を
生
き
る
感

謝
と
、
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
喜

び
に
満
ち
た
巡
礼
と
な
り
ま
し

た
。
服
部
神
父
様
、
ア
ル
ナ
ル
ド

神
父
も
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、

コ
ロ
ナ
前
の
い
つ
も
の
お
顔
が
お

そ
ろ
い
で
私
達
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。 

　

司
教
様
、
神
父
様
方
、
三
原
教

会
に
お
越
し
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
三

原
教
会
）

＊
２
０
２
４
年

広
島
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
祈
念
祭

　

殉
教
か
ら
４
０
０
年
、
殉
教
碑

の
建
立
か
ら
40
年
の
節
目
の
年
と

な
る
今
年
の
広
島
キ
リ
シ
タ
ン
殉

教
祭
は
２
０
２
４
年
２
月
12
日

（
月
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
時
30
分
か
ら
己
斐
殉
教
碑
の

前
で
、
白
浜
司
教
司
式
に
よ
る

「
祈
り
」
と
「
広
島
キ
リ
シ
タ
ン

殉
教
の
碑
」
の
歌
を
参
加
し
た
40

人
で
歌
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
十
字
架
を
先
頭
に
、
観

音
町
教
会
ま
で
徒
歩
巡
礼
を
し
ま

し
た
。

　

観
音
町
教
会
で
の
ミ
サ
は
10
時

20
分
か
ら
、
白
浜
司
教
と
６
人
の

司
祭
の
共
同
司
式
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
４
年
ぶ
り
の
聖
歌
を
入
れ
た

ミ
サ
は
荘
厳
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

「
愛
の
殉
教
者
」
と
し
て
、
わ

た
し
た
ち
は
生
き
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
の
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
。
ミ
サ
の
参
列
者
は
75
人

で
、
遠
く
は
愛
知
県
豊
橋
教
会
の

方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

観
音
町
教
会
信
徒
の
川
本
隆
史

さ
ん
が
講
師
と
し
て
、
「
チ
ー

ス
リ
ク
師
・
殉
教
碑
・
『
血
と

雨
』
」
の
講
演
会
が
11
時
30
分
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
後
の
会
食
で
は
「
お
む

す
び
・
豚
汁
」
が
振
舞
わ
れ
ま
し

た
。
食
事
の
後
、
「
福
者
ペ
ト
ロ

岐
部
と
１
８
７
殉
教
者
に
取
り
次

ぎ
を
願
う
祈
り
」
を
捧
げ
て
散
会

し
ま
し
た
。

＊
２
０
２
３
年
度　

教
会
学
校
リ
ー
ダ
ー
会
主
催

「
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

　

新
年
を
迎
え
た
ば
か
り
の
１
月

13
日
（
土
）
、
長
束
黙
想
の
家
に

て
教
会
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
を
対
象

と
し
た
一
日
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。
講
師
の
ミ
カ
エ
ル
金
神
父
は

イ
エ
ス
の
言
葉
を
ヒ
ン
ト
に
祈
り

と
奉
仕
の
支
え
合
い
に
つ
い
て
ご

指
導
く
だ
さ
っ
た
。

　

「
人
々
が
、
あ
な
た
が
た
の
立

派
な
行
い
を
見
て
、
あ
な
た
が
た

の
天
の
父
を
あ
が
め
る
よ
う
に
な

る
」
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
大

事
。
楽
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
誰
で

も
参
加
し
て
み
た
く
な
る
も
の
だ

か
ら
。

　

一
般
社
会
の
「
子
育
て
支
援
」

を
教
会
に
当
て
は
め
る
な
ら
ば
、

教
会
で
は
「
信
仰
育
て
支
援
」
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、

信
徒
の
親
を
一
人
に
さ
せ
な
い
こ

と
。
リ
ー
ダ
ー
は
子
ど
も
だ
け
で

な
く
親
に
も
寄
り
添
い
、
教
会
学

校
が
親
に
と
っ
て
の
拠
り
所
と
な

る
よ
う
に
し
た
い
。
目
の
前
に
い

る
人
の
た
め
に
拠
り
所
と
な
る
こ

と
は
「
自
分
の
十
字
架
を
背
負
っ

て
」
イ
エ
ス
に
つ
い
て
い
く
こ
と

で
あ
る
。
金
神
父
は
こ
の
言
葉
を

ミ
サ
の
最
後
に
も
う
一
度
繰
り
返

さ
れ
た
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心

構
え
を
新
た
な
視
点
で
示
さ
れ
た

研
修
会
と
な
っ
た
。

＊
平
和
ア
ピ
ー
ル

１
９
８
１
記
念
行
事

　

２
月
25
日
（
日
）
世
界

平
和
記
念
聖
堂
で
聖
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
来
広
記

念
ミ
サ
が
白
浜
満
司
教
の

司
式
、
説
教
は
ロ
ク
ス
ひ

よ
り
や
ま
（
旧
下
関
労

働
教
育
セ
ン
タ
ー
）
の
林

尚
志
神
父
に
よ
っ
て
さ
さ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
ミ
サ
は

約
２
０
０
名
参
加
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
11
時
よ
り
、
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
林
尚
志
神
父

の
講
話
が
あ
り
、
約
80
名
参
加
し

ま
し
た
。
講
話
は
「
そ
れ
で
も
、

も
う
一
度
戦
争
の
無
い
世
界
を
目

指
し
て
！
」
を
テ
ー
マ
に
林
神
父

か
ら
戦
時
中
の
体
験
や
環
境
問
題

に
つ
い
て
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
現
在
、
ガ
ザ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
戦
争
の
出
口
が
見
え
な
い
状
況

で
す
が
、
互
い
の
違
い
や
多
様
性

を
認
め
合
う
こ
と
が
平
和
な
世
界

に
つ
な
が
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す

く
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
、
時
間
も
あ
っ
と

言
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
13
時
30
分
よ
り
平
和
記

念
公
園
の
慰
霊
碑
前
に
て
、
荻
喜

代
治
神
父
よ
り
43
年
前
の
聖
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
来
広
時
の
お
話

を
い
た
だ
き
、
約
20
名
が
参
加

し
、
祈
り
と
歌
を
歌
い
終
了
し
ま

し
た
。

広島市西区己斐の殉教碑に集まった参加者

講話で熱弁を振るった林尚志神父

徒歩巡礼の様子
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「
10
週
間
祈
り
の
旅
」
を
終
え
て

　
　
　

長
束
黙
想
の
家　

　
　
　
　
　

住
田　

省
悟　

神
父（
イ
エ
ズ
ス
会
）

〈120〉

　

昨
年
９
月
、
白
浜
司
教
様
主
導

に
よ
り
、
広
島
地
区
「
10
週
間
祈

り
の
旅
」
実
行
委
員
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
（
白
浜
司
教
、
荻

神
父
、
伊
藤
神
父
、
援
助
会
シ
ス

タ
ー
木
村
、
ベ
ル
ブ
ム
・
デ
イ

宣
教
会
シ
ス
タ
ー
橋
本
、
住
田
神

父
）
の
一
致
し
て
い
た
思
い
は
、

こ
の
祈
り
の
旅
を
通
し
て
、
教
区

の
方
針
（
聖
霊
に
導
か
れ
な
が

ら
、
日
常
生
活
の
中
で
神
の
思
い

を
知
り
、
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く

こ
と
を
通
し
て
、
生
き
生
き
と
し
た
あ

た
た
か
さ
の
あ
る
共
同
体
を
作
っ
て
い

く
）
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
で
し
た
。

呼
び
か
け
は
協
働
体
ご
と
が
良
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
広
島
中
央
協
働
体
の

す
べ
て
の
小
教
区
に
こ
の
計
画
が
知
ら

さ
れ
、
実
行
委
員
会
主
催
の
も
と
に
、

11
月
23
日
に
９
人
の
参
加
者
と
５
人
の

同
伴
者
で
10
週
間
祈
り
の
旅
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

参
加
の
条
件
は
、
「
毎
日
少
な
く
と

も
30
分
程
度
の
祈
り
の
時
間
を
持
つ
こ

と
、
週
に
一
度
同
伴
者
と
面
談
の
機

会
を
持
っ
て
祈
り
の
指
示
や
助
け
を
得

る
こ
と
、
そ
し
て
、
参
加
者
全
員
は
定

期
的
に
集
ま
っ
て
体
験
し
て
い
る
こ
と

を
分
か
ち
合
う
こ
と
」
で
し
た
が
、
参

加
者
や
同
伴
者
は
そ
れ
な
り
の
覚
悟
を

も
っ
て
こ
の
旅
を
始
め
た
の
で
す
。

　

お
そ
ら
く
、
参
加
者
や
同
伴
者
の
多

く
は
、
「
10
週
間
祈
り
の
旅
」
が
ど
の

よ
う
に
進
ん
で
行
く
の
か
、
期
待
と

不
安
の
入
り
混
じ
っ
た
思
い
に
駆
ら
れ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
個

人
的
な
面
談
や
全
体
会
（
傾
聴
に
よ
る

分
か
ち
合
い
）
の
機
会
を
重
ね
て
い
く

に
つ
れ
、
参
加
者
全
員
が
意
識
し
始
め

た
気
づ
き
は
お
も
に
三
つ
の
こ
と
で
し

た
。

　

一
つ
は
、
具
体
的
な
生
活
の
中
に

「
祈
る
こ
と
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
」
こ

と
、
二
つ
目
は
、
参
加
者
に
も
同
伴
者

に
も
「
神
が
具
体
的
に
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
と
い
う
喜
び
」
が
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
三
つ
目

は
、
定
期
的
な
傾
聴
に
よ
る
分
か
ち
合

い
を
通
し
て
、
参
加
者
全
員
に
「
気
づ

き
や
共
鳴
に
よ
る
連
帯
の
意
識
」
が

芽
生
え
始
め
て
い
る
こ
と
で
し

た
。

　

「
10
週
間
祈
り
の
旅
」
は
、

２
０
２
４
年
２
月
３
日
、
最
後

の
分
か
ち
合
い
を
も
っ
て
終
了

し
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
す
べ

て
の
人
々
に
と
っ
て
、
『
終
わ

り
』
は
定
着
し
た
祈
り
を
継
続

し
て
い
く
『
始
ま
り
』
と
な
っ

た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
生

き
生
き
と
し
た
あ
た
た
か
さ
の

あ
る
共
同
体
が
存
在
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

皆
様
は
こ
の
こ
と
に
招
か
れ

て
い
ま
す
。
祈
り
の
旅
の
参
加

者
に
、
是
非
と
も
、
体
験
を
分

か
ち
合
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
祈
り
の
旅
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
生
き
生
き
と

し
た
あ
た
た
か
さ
の
あ
る
共
同

体
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
。

　

『
め
ざ
せ
、
参
加
者
50

名
！
』
こ
の
目
標
を
掲
げ
、
募

集
を
行
っ
て
き
た
「
第
58
回

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク

高
校
生
大
会
（
チ
ュ
ー
ブ
ロ

２
０
２
４
）
」
。
お
陰
様
で
、

目
標
人
数
を
遥
か
に
凌
ぐ
、
70

名
の
中
高
生
か
ら
お
申
込
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
人
数
は
、
昨
年
参
加
者

の
３
倍
、
更
に
は
過
去
13
年
最

多
！
新
体
制
で
の
チ
ュ
ー
ブ
ロ

２
年
目
で
、
こ
こ
に
到
達
で
き

た
の
は
、
多
く
の
方
の
ご
協
力

あ
っ
て
こ
そ
の
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
募
集
に
ご
協
力
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
書
い
て
い
る
現
在

は
、
３
月
中
旬
。
目
下
、
開
催

に
む
け
て
の
準
備
真
っ
最
中
で

す
。
昨
年
は
、
黙
々
と
企
画
室

で
作
戦
を
練
り
、
準
備
に
邁
進

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

中
高
生
が
強
い
味
方
に
！
気
づ

け
ば
、
平
日
に
集
ま
っ
た
り
、

各
自
家
に
持
ち
帰
っ
て
準
備
を

し
た
り
と
、
ま
る
で
文
化
祭

チ
ュ
ー
ブ
ロ
参
加
者

過
去
13
年
最
多
の
快
挙
！

平日の学校終わり、企画室に集まる中高生たち

前
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
、
こ
ち

ら
ま
で
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
と
な
れ
ば
、
こ

ち
ら
も
更
に
気
合
い
が
入
り
ま

す
。
早
く
も
来
年
の
目
標
は

「
め
ざ
せ
、
参
加
者
１
０
０

名
！
」
こ
れ
か
ら
も
、
チ
ュ
ー

ブ
ロ
や
そ
れ
に
関
わ
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
お
祈
り
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
チ
ュ
ー
ブ
ロ
に

参
加
し
て
く
れ
た
み
ん
な
！

次
は
５
月
、
乙
女
峠
の
巡
礼

（nigth w
alk!

）
で
会
い
ま

し
ょ
う
！

（
青
年
活
動
企
画
室　

益
田
）

2024年少年の集い乙女峠の巡礼
わたしをお使いください

－主催	山口島根地区少年の集い－

日　程	 5/2（木）〜3（祝･金）
場　所	 徳佐駅前〜津和野教会
参加費	 1,000円

＊巡礼のご参加には、お申込が必須です。
詳細案内をお送りしますので、青年活動企
画室まで、お気軽にお問合せくだい。

Mail：hsjc555@gmail.com
（青年活動企画室／益田）

桜
の
花
が
咲
く
中
、
修
道
士
と

し
て
生
活
を
さ
れ
て
い
た
星
野

神
父
が
叙
階
さ
れ
た
。
そ
の
修

道
士
で
あ
っ
た
経
験
を
生
か

し
、
祈
り
の
大
切
さ
を
私
た
ち

に
伝
え
て
ほ
し
い
。
（
み
）


